
１
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
）

テ
ー
マ 
競
争
政
策
の
今
：米
当
局
合
併
規
制
を
大
転
換

講

師

成
城
大
学

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部

教
授

岡
田 
羊
祐 

氏

岡
田 

羊
祐 

氏

2024. 1. 19
■ 略 歴
1985年東京大学経済学部卒業。1990年東京大学大学院経済

学研究科第二種博士課程単位取得。1994年博士(経済学)。
信州大学経済学部助教授、一橋大学経済学部助教授を経て、

一橋大学大学院経済学研究科教授、公正取引委員会競争政

策研究センター所長等を歴任。2023年4月から現職。

専門は産業組織論、競争政策。

イノベーションと技術変化の経済学、
日本評論社 (2019/1/29)

競争政策のいま(上) 米当局、合併規制を大転換, 
経済教室, 日本経済新聞 (2023.9.19)

独禁法審判決の法と経済学、東京
大学出版会 (2017.1.28)



２
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
二
月
二
十
一
日
（
水
）

テ
ー
マ 
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
に
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
教
授

-
男
女
賃
金
格
差
の
解
明
に
貢
献

講

師

ウ
プ
サ
ラ
大
学 

経
済
学
部 

助
教
授

奥
山 
陽
子 

氏

奥
山 

陽
子 

氏

2024. 2. 21
■ 略 歴
北欧を拠点に、ジェンダー格差の視点から政治や経済を実

証的に解きほぐす若手研究者。2012年、東京大学経済学

部卒業。同大大学院経済学研究科修士課程を経て、エー

ル大学で経済学博士。20年9月からスウェーデンのウプサ

ラ大学助教授。専門は実証政治経済学、労働経済学。東京

大学政策評価研究センターの招聘研究員を兼務。

ノーベル経済学賞にゴールディン氏 男女賃金格差の
解明に貢献, 経済教室, 日本経済新聞 (2023.10.20)

2023年のノーベル経済学賞受賞, 米ハーバード大学
クラウディア・ゴールディン教授（写真：AFP／アフロ）



３
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
三
月
十
一
日
（
月
）

テ
ー
マ 
中
国
の
国
内
情
勢
か
ら
見
た
米
中「
競
争
」

講

師

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

教
授

川
島

真 

氏

川
島

真 

氏

2024. 3. 11■ 略 歴
東京大学大学院人文社会系研究科アジア文化研究専攻（東洋史学）博士課程修了、

博士（文学）。1998年 北海道大学法学部政治学講座助教授、2006年 東京大学大

学院総合文化研究科国際社会科学専攻（国際関係史）准教授を経て現職。専門は

アジア政治外交史。著書に『中国近代外交の形成』（サントリー学芸賞）、『中国のフ

ロンティア』（岩波書店）、『21世紀の「中華」』 （中央公論新社）、『20世紀の東アジア

史』（共編著、東京大学出版会）、『ユーラシアの自画像』（共編著、PHP出版）など多

数。2023年、外務大臣表彰。

ユーラシアの自画像 「米中対立／新冷戦」論の死角、
PHP出版(2023/3/25

米中対立の行方 「戦狼外交」との関係管理、難題, 経済教室,
日本経済新聞 (2023.11.9)



４
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
四
月
十
日
（
水
）

テ
ー
マ 
気
候
政
策
を
支
援
す
る
金
融 -

市
場
拡
大
へ
共
通
基
準
設
定
を

講

師

慶
応
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授

白
井 
さ
ゆ
り 

氏

白
井 

さ
ゆ
り 

氏

2024. 4. 10■ 略 歴
1993年コロンビア大学大学院経済学研究科博士課程修了。経済学博士(Ph.D.)。
アジア開発銀行研究所サステナブル政策アドバイザー。野村サステナビリティ研究

センターと日清オイリオグループのアドバイザー。2020-2021はイギリス系

Federated Hermes 上級顧問。日本銀行政策委員会審議委員（2011-2016）、慶應

義塾大学助教授・教授（1998-2011）、パリ政治学院客員教授(2007-2008)、元国際

通貨基金(IMF)エコノミスト。2023年11月にアジア開発銀行と共同でアセアン＋日

中韓の規制当局で構成するClimate Finance Monitoring Dialogueを創設。

SDGsファイナンス (日経プレミアシリーズ)、
日経BP 日本経済新聞出版 (2022/9/9)

気候政策を支援する金融 市場拡大へ共通基準設定を, 
経済教室,日本経済新聞 (2023.11.24)

専門は金融政策、マクロ経済、国際金融、気候ファイナンス、グリーン金融政策など。『SDGｓファイナンス』
（2022年、日経BP)、『カーボンニュートラルをめぐる世界の潮流～政策・マネー・市民社会』（2022年、文真堂）
ほか英語の著作など多数。オフィシャルホームページURL: http://www.sayurishirai.jp/



５
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
五
月
七
日
（
火
）

テ
ー
マ 
変
容
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

講

師

跡
見
学
園
女
子
大
学

文
学
部

教
授

小
川 
忠 

氏

小
川 

忠 

氏

2024. 5. 7■ 略 歴
2012年早稲田大学大学院アジア太平洋研究科博士課程修了。博士(学術)。国際

交流基金を経て2017年より現職。 専門は国際関係、東南・南アジア研究、文化交

流政策。 主な著書に『インドネシア』(岩波新書)、『ヒンドゥー・ナショナリズムの台

頭』(NTT出版)、『インド 多様性大国の最新事情』(角川選書)、『原理主義とは何か』

(講談社現代新書)、『テロと救済の原理主義』(新潮選書)、『戦後米国の沖縄文化戦

略』(岩波書店)、『インドネシア イスラーム大国の変貌』(新潮選書)、『自分探しする

アジアの国々』(明石書店)など。

逆襲する宗教 パンデミックと原理主義 、講談社
(2023/2/9)

変容するインドネシア、めこん (2023/12/10)



６
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
六
月
十
一
日
（
火
）

テ
ー
マ 
Ｚ
世
代
の
ア
メ
リ
カ

講

師

同
志
社
大
学
大
学
院

グ
ロ
ー
バ
ル
・ス
タ
デ
ィ
ズ
研
究
科 

准
教
授

三
牧 
聖
子 

氏

三
牧 

聖
子 

氏

2024. 6. 11■ 略 歴
アメリカ政治外交、国際関係。東京大学教養学部卒、同大大学院総合
文化研究科で博士号取得（学術）。米国イェール大学研究員、日本学術
振興会特別研究員、早稲田大学助手、米国ハーバード大学、ジョンズホ
プキンズ大学研究員、関西外国語大学助教、高崎経済大学准教授など
を経て2022年より現職。主著に『戦争違法化運動の時代－「危機の20
年」のアメリカ国際関係思想』（名古屋大学出版会）、共訳・解説『リベラ
リズムー失われた歴史と現在』（ヘレナ・ローゼンブラット著、青土社）等。

自壊する欧米 ガザ危機が問うダブルスタンダード、
集英社 (2024/4/17)

Ｚ世代のアメリカ, ＮＨＫ出版新書(2023.7.10)



7
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
七
月
十
七
日
（
水
）

テ
ー
マ 
経
営
を
科
学
す
る

講

師

北
海
学
園
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科

教
授

大
平 
義
隆 

氏

大
平 

義
隆 

氏

2024. 7. 17
■ 略 歴
早稲田大学大学院商学研究科修士課程修了。1987年同大学院商学
研究科博士前期課程修了。1992年専修大学大学院経営学研究科博
士後期課程単位取得退学。同年、信州短期大学経営学科専任講師。
1995年同経営学科助教授。1998年新潟経営大学経営情報学部助教
授。2003年北海学園大学経営学部教授。2004年北海学園大学大学院
経営学研究科教授を併任し、現在に至る。

変革期の組織マネジメント: 理論と実践,同文舘出版 
(2006/9/1)

経営を科学する, 学文社 (2024/4/30)



８
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
八
月
七
日
（
水
）

テ
ー
マ 
ア
ジ
ア
経
済
社
会
の
変
化
と
展
望

講

師

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科 

教
授

遠
藤 
環 

氏

遠
藤 

環 

氏

2024. 8. 7

現代アジア経済論 - 「アジアの世紀」を学ぶ、
有斐閣 (2018/3/28)

日本とＡＳＥＡＮの未来（下） 共有課題解決へ連携緊密に, 
経済教室,日本経済新聞 (2023/12/1)

■ 略 歴
1999年 京都大学法学部卒、京都大学大学院経済学研究科より博士(経済学)取得。京都

大学東南アジア研究所研究員、埼玉大学経済学部専任講師、ロンドン大学(SOAS)客員

研究員、埼玉大学経済学部准教授、埼玉大学大学院人文社会科学研究科准教授、ロンド

ンスクールオブエコノミクス(LSE)東南アジア研究所(SEAC)客員研究員、チュラーロンコー

ン大学経済学部客員研究員、埼玉大学大学院人文社会科学研究科教授、ロンドンスクー

ルオブエコノミクス(LSE)東南アジア研究所(SEAC)客員教授などを経て、2024年より現職。

専門は、地域経済学、都市研究（東・東南アジア）、開発研究。

主著に、『都市を生きる人々：バンコク・都市下層民のリスク対応』（京都大学学術出版会、2011年。英語版は2014年)、
『現代アジア経済論：「アジアの世紀」を学ぶ』（遠藤環・伊藤亜聖・大泉啓一郎・後藤健太編著、有斐閣、2018年。英語
版はRoutledgeより2020年出版) 、Urban Risk and Well-Being in Asian Mega Cities: Urban lower and middle 
classes in Bangkok, Shanghai, and Tokyo, (Endo and Shibuya [eds], Routledge, 2023) など。



９
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
九
月
十
一
日
（
水
）

テ
ー
マ 
日
本
に
お
け
る
経
営
理
念
の
歴
史
的
変
遷
：経
営
理
念
か
ら

パ
ー
パ
ス
ま
で

講

師

金
沢
星
稜
大
学

経
済
学
部
経
営
学
科

教
授

野
林 
晴
彦 
氏

野
林 

晴
彦 

氏

2024. 9. 11

日本における経営理念の歴史的変遷―経営理念から
パーパスまで、中央経済グループパブリッシング 
(2024/3/21)

■ 略 歴
慶應義塾大学大学院修了（ＭＢＡ）、滋賀大学大学院修了（博士、
経営学）。1988年から製薬会社で２６年勤務(営業、マーケティング、
人材開発・理念浸透、事業推進など）の後、九州国際大学経済学
部、北陸学院大学短期大学部勤務を経て2022年より現職。専門
は経営学。

https://www.seiryo-
u.ac.jp/u/education/economics/busi_01.html



１
０
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
十
月
十
六
日
（
水
）

テ
ー
マ 
デ
ー
タ
で
わ
か
る
２
０
３
０
年

雇
用
の
未
来

講

師

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ラ
ルC

EO
/

信
州
大
学
特
任
教
授

夫
馬 
賢
治 

氏

夫
馬 

賢
治 

氏

2024. 10. 16

ネイチャー資本主義 環境問題を克服する資本
主義の到来、PHP研究所 (2022/9/16)

■ 略 歴
ハーバード大学大学院サステナビリティ専攻修士課程修了。サンダーバー
ド・グローバル経営大学院MBA修了。東京大学教養学部国際関係論専攻卒。
サステナビリティ経営・ESG投資アドバイザリー会社を2013年に創業し現職。

上場企業の社外取締役やアドバイザーを多数務める。ニュースサイト
「Sustainable Japan」編集長。環境省、農林水産省、厚生労働省
経済産業省、スポーツ庁のESG関連の有識者委員や国際会議での委員を
歴任。テレビ、ラジオ、新聞。WEBメディア等で解説を担当。

データでわかる 2030年 雇用の未来、
日経BP (2024/7/9)



11
月
例
会

日

時 

令
和
六
年
十
一
月
十
三
日
（
水
）

テ
ー
マ 
日
本
経
済
の
故
障
箇
所

講

師

東
京
都
立
大
学

経
済
経
営
学
部

教
授

脇
田

成 

氏

脇
田

成 

氏

2024. 11. 13

日本経済論15講 (ライブラリ経済学15講 APPLIED編 7)、
新世社 (2019/1/1)

■ 略 歴
1985年東京大学経済学部卒業、1986年東京大学大学院経済学研究科修

了。東京大学社会科学研究所助手、旧・東京都立大学助教授、教授を経て
首都大学東京教授。2005年東京大学博士号（経済学）取得。研究分野は、
マクロ経済学、労働経済学。著書に、日本経済の故障個所（日本評論社, 
2024）、日本経済論15講（新世社, 2019）、ナビゲート！日本経済（筑摩書
房, 2010）、日本経済のパースペクティブ―構造と変動のメカニズム（有斐
閣, 2008）他多数。

日本経済の故障箇所、日本評論社 (2024/7/2)



12
月
例
会

日

時   

令
和
六
年
十
二
月
十
九
日
（
木
）

テ
ー
マ 
資
源
と
経
済
の
世
界
地
図

講

師

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院 

教
授 

・国
際
文
化
会
館 

地
経
学
研
究
所
長

鈴
木 
一
人 

氏

鈴
木 

一
人 

氏

2024. 12. 19

経済安全保障と技術優位、勁草書房 (2023/8/21)

■ 略 歴
立命館大学大学院国際関係研究科修士課程修了、英国サセックス大学大
学院ヨーロッパ研究所博士課程修了（現代ヨーロッパ研究）。筑波大学大学
院人文社会科学研究科専任講師・准教授、北海道大学公共政策大学院准
教授・教授などを経て2020年10月から現職。
国連安保理イラン制裁専門家パネル委員（2013-15年）。2022年7月、国際
文化会館の地経学研究（IOG）設立に伴い所長就任。2012年、『宇宙開発
と国際政治』（岩波書店）で第34回サントリー学芸賞受賞。

資源と経済の世界地図、PHP研究所 (2024/7/24)




